
箱根町内のお出かけが便利に！
こんな場面で気軽にご利用ください。

お買い物 通院 お食事 移動 雨の日

箱根町内の

お出かけが便利
に



タクシーの場合 カンモビMove の場合

箱根町内どこでも 2,000 円 / 人！

運行エリアと料金

お問い合わせ・電話予約

例えば…
桃源台港→湯本駅までの場合

約　　　円もお得に！7,870
※1人で乗車の場合

※タクシーGO調べ、迎車料金を含む

強羅駅

元箱根港

仙石原文化センター

桃源台港

箱根湯本駅

箱根湯本駅

元箱根港

仙石原文化センター

桃源台港

強羅駅

5,230 円

9,410 円

7,530 円

9,870 円

5,230 円

5,990 円

3,900 円

5,350 円



日 時：令和 7 年 4 月 16 日（水）11：00～ 

場 所：元箱根集会所集合 

内 容：みんなでお楽しみを食べましょう！！ 

    メニューは当日のお楽しみ☆ 

参加費：お茶代として一人 100 円 

（内容により変更するときがあります） 

 

 

 
 

お問い合わせ：箱根町社会福祉協議会 担当：北村 

        電話番号 → ８５－９０００ 

 

芦ノ湖サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽に集まれる 

 

場所です。あなたも参加して一緒に芦ノ湖サロンを楽しい会にしませんか？ 

 

気軽に集まれる場所が近所にあるっていいですよね。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽

に集まれる場所です。 

あなたも参加して一緒にサロンを楽しい会にしませんか？ 

参加者募集中です！誰でもお気軽にお越しください♪ 

 

日 時：令和 7 年 4 月 22 日（火）14 時～16 時 

場 所：仙石原いこいの家 

内 容：ラジオ体操、毛糸のたわし作り 

参加費：お茶菓子代として一人１00 円 

※ 飲み物持参（感染症対策のため） 

【お問い合わせ】 

伊東元子（８６－３７６６）または 

高橋重子（８４－６０６６） 

 

       

 

 









         箱根幼稚園                         R７．３．１９ 

箱根幼稚園園だよりすまいる 
   
          園小中箱根教育合言葉 「箱根を愛し かしこく やさしく たくましく」 

    

 

 

 

 

 

   

  

 

 

  

 

☆先日、年長児に配りました「さるぼぼ」は子ど

も達の安全を願ってチームいとへんの方が作っ

てくださいました。 

☆教材は名前の確認をし、粘土は新しいものと交

換をして新学期持ってきてください。 

卒園記念制作 

 今年度のさくら組の卒園記念製作は、外遊びで

使うテーブルにきれいに色を塗りかえ、かわいい

絵を添えてくれました。園庭での遊びが楽しくな

りそうです。ありがとうございます。 

 

 

 ４月、６名の園児でスタートしましたが、今年は満３歳の誕生日を迎えた小さなお友達が５月６月１１月にそ

れぞれ入園し９名になりました。１年を振り返ってみると、楽しかった思い出が蘇ります。 

今年は食育を一つのテーマにして保育を行ってきました。講師の方を招いての自然観察では、園庭で摘んだ春

の野草で揚げたて天ぷらを食べ、葉の種類によって甘さや苦さを感じました。畑で収穫した野菜で、年長児が調

理をしてくれると苦手だったピーマンが食べられるようになった年中児もいました。小学生と行ったソーメン流

しやカレー作りでは食べるだけでなく小学生の優しさに触れ安心して過ごしていました。保護者の方とのパンづ

くりでは４種類のパンを作り大満足。未就園児のお友達と一緒に行った焼芋やピザづくりでは、薪の燃える香り

や煙、炎にも興味をもち、焼き上がりを楽しみにしていました。包括連携をしているゴールドウインとは、野外

で炊き立てご飯とカレー、ガトーショコラづくりを他園の友達と楽しみました。その他、よもぎの葉で作ったお

団子、桑の実など自然からの贈り物にも感謝をしながらいただきました。保護者会の方が計画したもちつきは日

本の文化を知る体験の一つになっています。こんな経験ができることも幼稚園ならではと思います。 

もう一つ、例年と違った体験になったことは、杉並木の清掃活動と箱根の森でのシカの食害から植物を守る柵

作りです。杉並木ではゴミ拾いだけでなく、杉の木を守るためのタマアジサイの植樹を行いました。この２つの

活動から年長児を中心にタマアジサイやシカの好きなアオキ、ヒヨドリバナが知識として残り、箱根の自然に対

して愛着を感じ、守ろうとする気持ちが芽生えました。 

どの活動も一緒に考え、楽しむ友達や先輩、大人がいました。その安心した環境の中で、子どもは挑戦をし子

ども一人一人の世界を広げていきました。保護者の皆様、地域の皆様、１年間温かいご支援ありがとうございま

した。年長児の２人は、たくさんの方からの愛情をたくさん受け小学校に行きます。きっと幼稚園の経験の上に

さらなる経験が積み重なっていくことと思います。 

箱根幼稚園クリーン作戦 

 箱根幼稚園の伝統になりつつある「箱根幼稚園クリ

ーン作戦」大好きな箱根を大事にてほしい、お世話に

なっている地域の方へ感謝の気持ちを持ってほしいと

いう思いで子ども達と一緒に清掃してきました。この

経験は子ども達のゴミへの意識がとても高まった経験

になっています。今年度最後のクリーン作戦は３月１

０日に地域の方と一緒に行いました。園を出発し箱根

神社の入り口で折り返し箱根方面へ。３歳到達児もト

ングの使い方にも慣れ、小さなゴミも上手につかんで

ゴミ袋へ入れていました。いつも植え込みに隠すよう

にあった空き缶はきれいに剪定されていたのでずいぶ

ん減りましたが、増えていたのは、たばこの吸い殻で

した。釣り糸も湖畔ならではのゴミです。途中トラウ

トさんの前を通りかかると「偉いね。ジュースを飲ん

でいきな。」と声を掛けられ、エネルギーチャージ。駒

形神社まえを通って園に帰ってきました。たくさんの

方にありがとうと声かかけていただいたことが子ども

達にとって何よりのご褒美だったと思います。これか

らも続けていきたい活動です。 

ようこそ箱根幼稚園へ 

 こびとずかんにある大涌谷の黒たまごにいるであろ

う「クロホウギョク」をきっかけに湯河原の福浦幼稚

園の年長さんと交流を重ねてきました。今までは電話

や手紙でしたがお別れ遠足を兼ねて箱根幼稚園に来て

くれました。この日をお互いに楽しみにしていた子ど

も達。箱根港のバス停までお出迎え。福浦幼稚園は２

年保育ですので、年少さんの姿を見つけると「かわい

い」と優しく手をつないでくれました。園について早

速さくら組が用意したこびとずかんのカードを使って

「こびとずかんバスケット(フルーツバスケットのこび

と版)」を皆で楽しみました。ルール説明はハルヤ君で

す。鬼になった人は「自分の名前と好きなもの」を言

い、盛り上がりました。帰り際、福浦幼稚園のお友達

が自分のリュックの中から箱根幼稚園にはないこびと

の本を出し貸してくれました。遠足の準備と絵本と重

たかったでしょうに、ありがたかったです。友達が貸

してくれたという温かい思いが子ども達に伝わるの

か、今まで以上に夢中になって読んでいます。子ども

の探究心から始まった交流。とても素敵な交流になり

ました。 





今年度より加入させて
いただくこととなりまし
た。よろしくお願い致し
ます。
以前は子ども会に参加
し、季節毎の行事やイベントなど行っておりましたが、
宮城野地域の子ども会は参加者激減により解散となって
しまいました。
残念に感じていた中、こうした機会に恵まれたことを
うれしく思っております。
未だ右も左もわかりませんので、諸先輩方に教えを請
いながら経験を積んでいき、子どもたちが地域や学年を
超えた絆を作る一端を担っていけたら幸いです。

齋藤浩一郎
（宮城野）

今期から新任の金子で
す。生まれは箱根町箱根で
すが小学校2年の時に引っ
越してしまい、結婚を期に
10年程前に地元に戻って
きました。
現在は小学3年と1年の子どもが二人おり、国立公園の
自然に囲まれながら国際色も豊かな箱根での子育てを楽
しんでいます。私は外国人向けのガイド業を営んでいま
すが、訪れる多くの海外からのゲストが、箱根の自然、
歴史、文化に興味を持ってくれているのがとても嬉しい
です。この素晴らしい環境を、我が子が大きくなった
後、その次の世代にも繋げていけるような活動を青少年
指導員を通じて行えればと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

金子　森
（箱根）
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青少年指導員の活動で子どもたちとキャンプやアスレ
チック等で一緒に楽しく過ごせたことは私の人生の中でと
ても有意義な時間だったと思っています。
青少年指導員の皆さんは熱い心を持った人ばかりです。
今後も子どもたちのために大いに力を発揮し活動してくだ
さい。
私も違う形ではありますが地域のため、箱根町のために
頑張りたいと思います。8年間ありがとうございました。

水野　奏（宮城野）

青少年指導員として10年間携わらせていただきました。
須雲川キャンプや、フォレストアドベンチャーでは子ど
もたちと共に良い体験をさせていただき、また青少年指導
員チームで出場した箱根町駅伝競走大会は良い思い出の一
つです。コロナウィルス感染症により緊急事態宣言が発令
され思うような活動が出来ない期間が長く続きましたが、
そのような中でも新たな活動方法を模索し指導員の皆様と
共に従事した事は私自身も成長させていただきました。
退任致しますがこれからも一箱根住民として陰ながら応
援させていただきます。

浅井秀樹（箱根）

新任指導員の紹介

退任者あいさつ

（4）第 74 号

　令和 6 年 11月10日（日）に相模原市で
行われた第 55 回神奈川県青少年指導員大
会の講演者は、JAXA 宇宙科学研究所教
授津田雄一氏でした。
　内容は「好奇心と縁が夢を作る」でした。
津田氏の経験より、興味のある事、関心の
ある事を感じた時、先ずは行動、手を動か
す事が大事であり、成功体験を積み重ねる事で将来の夢を叶え
る事が出来たと、講演されていたのが印象に残っています。
　今私達がやるべきことは、現代の子どもたちへ趣くままに様々

なチャレンジをして、自分
の生きる道を自ら切り拓い
ていくことは大変だけれど、
やりがいのある事だと伝え
ていくことだと思いました。

笹川満寿美（箱根）

　令和 6 年 10 月 19 日（土）足柄森林公園　丸太の森で開催さ
れた研究会に参加させていただきました。テーマは「災害時にも役
立つ！パッククッキングでカレーづくり」でした。2 市 8 町全 64 名の
参加者を10 班に分けた形でプログラムが開始されました。
　作業は、かまど担当は火おこしをして鍋に水をはり沸騰させ、ご
飯担当は洗ったお米をカレー担当は切った食材をそれぞれ適量の
水とともに袋に入れるという内容でした。今回、万能ポリ袋「アイラッ
プ」の存在を始めて知るとともに、沸騰したお湯の中に袋のまま入
れて煮るという調理方法も初体験でした。
　他地区との情報交換と災害時の対応について再認識が出来た有
意義な研究会でした。 勝俣建吾副会長（湯本）

　青少年指導員は、明日を担う子どもたち
と直に向き合い、その健やかな成長を願い、
様 な々取り組みをしています。
　めまぐるしく変化している子どもたちの環
境は、インターネットの普及により知識だけ
はあるが経験はないという状況です。
　地域・学校・保護者・青少年指導員が
一丸となり、経験を活かし、新たな取り組
みを検討して参加される方 を々笑顔にでき
る事業を展開していきたいと思いますので、
より一層のご支援・ご協力をよろしくお願
いします。

会長挨拶

湯川　耕一
（宮城野）

第55回 
神奈川県
青少年指導員大会

県西地域
青少年指導員活動研究会

青少年指導員だより「大樹」

箱根町　青少年指導員　大樹 検 索

令和 7 年 3 月 14 日発行（1）第 74 号

発　　行

箱根町青少年指導員連絡協議会
会　長　　湯　川　耕　一
箱 根 町 湯 本 266 番 地

箱 根 町 教 育 委 員 会 内
電話 0460（85）7601



（2）第 74 号 （3）第 74 号

会場「湯本富士屋ホテル」

20歳を迎えた皆様おめでとうございます。
コロナ禍という不安定な時代に中学卒業や高校入学
を迎え、制限の多い生活環境の中、不安や苦労を乗り
越えてきた世代ではないでしょうか。これからは今ま
での経験を活かし、様々なことにチャレンジして欲し
いと思います。
式典・繋！緊張感の中、挨拶の言葉等、心に染みま

した。人との繋がりを再認識した事でしょう。
交流会・必笑！実行委員の司会進行で和やかな雰囲
気の中、抽選会など笑いありで無事終了しました。
保護者の皆様にとっても、感慨深く素晴らしい時間

になったのではないでしょうか。20歳を祝う会の開催
に際しまして、ご協力くださいました団体・企業の皆様、
町職員の皆様には心より感謝申しあげます。
そして数カ月前より準備等に尽力してくれた実行委
員の皆様、お疲れ様でした。心に残る素敵な会でした。

金子裕子（温泉）

私たちが暮らす箱根では、冬の夜空に溢れるような星々を誰もが見上げたことがあるでしょう。しかし、町内はもちろん近

隣にも星空を学べるプラネタリウムはありません。そこで、美しい星空を親子で学ぶ機会を作れないかと考えていたところ、「出

張プラネタリウム」の存在を知りました。

当日は、中学校の体育館で星にちなんだ工作を楽しんだ後、直径 7mのドーム型プラネタリウムで星座について学びました。

そして、最後はグラウンドに出て、天体望遠鏡で実際の夜空を観察しました。

子どもから大人まで世代を超えて、多くの方と星空の魅力を分かち合えた、素晴らしいひとときとなりました。

酒寄繁基副会長（仙石原）

　はじめて移動式プラネタリウムの外観を見て、まずその大きさに驚

きました。ドームに映し出されるプラネタリウムを鑑賞し、山口先生

の優しい口調での説明と映像の美しさに、おもわず広報写真を撮り

忘れそうになるほどすっかり見入ってしまいました。

　屋外での星空観察では、天体望遠鏡を使い、木星などを見ました。

望遠鏡をのぞき込み、「見えた！」とはしゃぐ子どもたちの様子がと

ても微笑ましく印象的でした。

　1人静かにゆっくり星空を眺める時間も良いのですが、たまにはこ

うして大勢の人とワイワイ楽しく星空観察をするのも良いものだなと

思いました。

勝俣広子（宮城野）

令和7年1月25日（土）開催

箱根を拠点に、移動式のプラネタリウム
や星空観察会、地球や宇宙に関する工作・
実験教室を出張形式で実施しています。

講師のご紹介

おさんぽ星　代表　山口珠美　さん

参加者からの感想
　当日参加してくれた子どもたちから感想
をいただきました！

　〇 星空がきれいだった。

　〇 工作が上手にでき満足！

　〇 友だちと仲よくなれた！

　〇 かせいにいきたい　　などなど

　１番楽しかったのは「プラネタリウム」
と答えた人が多かったです。

交流会キャッチフレーズ

『必笑～笑う式には福きたる～』

ひつしょう しき

20歳代表の
ことば

実行委員

式典テーマ『繋』
つなぐ

1月13日（月・祝）

箱根町20歳を祝う会令和7年冬の箱根～星空観賞会～
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